
日本中に災いが続いています。先日の台風１４号は日本列島をほぼ縦断し、各地に大きな被害を

もたらしました。しかし、児童宅をはじめ瀬田南学区では支所が避難所として開設はされたものの

重篤な被害は出ませんでした。このことには少し胸をなでおろすところです。

また、新型コロナウィルス感染症では９月に１クラスの学級閉鎖を行って以降は、児童の陽性者

は学校全体で散見される程度にまで落ち着き、ようやくピークアウトの兆しが見え始めたところで

す。とはいえ、感染すると、人によっては数日間も高熱が続いたり、喉の激痛があったり、自主隔

離の期間が終了しても、発作的な咳などの後遺症に悩まされたりるようです。やはり、感染しない

にこしたことはありません。今後もしばらくの間は感染対策を継続していきます。

さて、冒頭の台風一過。急激に気温が下がりました。今後、最高気温が３０℃を上回ることはな

さそうです。裏面の行事予定にもありますように、１０月２０日（木）は体育発表会が開催されま

す。９月の末からはこれに向かっての体育科授業が始まっています。今年度も感染対策として、学

年ごとの参観となりますが、是非子どもたちの勇姿をご覧いただきたいと思います。

過ごしやすくなった一方で昼夜の寒暖差が激しくなり、体調管理が難しくなっています。保護者

の皆様におかれましては、寝具や衣服などの準備を通じてお子様の体調管理をよろしくお願いします。

『南っ子応援隊』本格始動！
昨年度、地域の皆様のご尽力で発足した『南っ子応援隊』。結成当初は新型コロナウィルスの感染

拡大により、活動を自粛していただかざるをえない状態でした。しかし、今年度は感染対策を十分

に行った上で、できる活動から始めてくださっています。瀬田南小学校 HP『校長室より』でも少
し紹介させていただきましたが、本紙でも以下に紹介させていただきます。

他にも『南っ子応援隊』は以下のように多岐にわたって学校をサポートしてくださいます。

①家庭科（ミシン等） ⑥クラブ・委員会等支援
②昔の生活・遊び等 ⑦学生ボランティア募集
③紙芝居 ⑧環境整備
④絵本の読み聞かせ ⑨休み時間等児童見守り
⑤授業支援
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校訓「自我作古」 ： 自らの道を自らの力で切り拓き、新しい歴史を作り上げていこう！

学校教育目標 ： やさしく、かしこく、たくましく 力一杯生きぬく児童の育成

て
朝読書の時間を利用
して、紙芝居をして
くださいました。

教師が家庭科の授業をする中、
３人の『南っ子応援隊』の方が
補助をしてくださいました。課
題は『玉結び』です。

http://www.otsu.ed.jp/setm/


１０月行事 学級担任一人一授業
我々教職員の研修は多岐にわたります。大学教

授のような専門家から学ぶ研修。他校の教職員と

の意見交換。体育科や図画工作科等で、その実技

を体験しながら学ぶ実技講習会。その他様々なワ

ークショップ etc そんな中、専門家を招いたり、
あるいはこちらから専門家の講習会に参加したり

することなく、校内で完結することができる研修

の一つに授業参観があります。同僚の授業を参観

し、その後、感想や助言を文字にして手渡したり、

研究協議会を行ったりするというものです。

授業者は保護者参観と同様、見られることを意

識し、緊張感をもって教材研究を行い、授業に臨

みます。一方、参観者も学びの姿勢や切磋琢磨の

精神をもって授業中の児童や教師の一挙一動、一

言一句に全神経を集中します。

今年度はこの機会を増やすため、各学級を担任

する教師全員が必ず一度は授業を公開しようとい

う取り組みが開始されました。下の写真はそんな

公開授業（授業参観）の様子です。

市長教育長ICT活用訪問
９月２８日（水）に上記訪問が実施されました。

夏休み号でも紹介しましたが、本校は学校の情報

化推進に関わる先進校として、大津市の指定を受

けて２年目です。９月からは１～３年生にもタブ

レット端末が行き渡りました。そこでタブレット

の活用状況を市長・市教育長以下教育委員の方々

が現場に視察に来られたというわけです。下の写

真は授業参観の様子や児童との対話の様子です。


